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１　目的
　　本マニュアルは耐震改修促進法第５条第３項第二号の規定に基づき県が耐震診断の実施及び診断結果の報告を義務付けた建築物（以下、「広域緊急輸送道路沿道建築物」という。民間所有に限る。）の耐震改修費に係る補助交付申請及び交付決定等の手続きについて、民間事業者等へわかりやすく説明するために必要な事項を記載しています。

２　制度の概要
　　事業主体が民間事業者等である広域緊急輸送道路沿道建築物の耐震改修等に係る費用について、市町を通して国、県、市町が補助します。
ただし、地方公共団体（市町）の支援制度の創設が必要となります。
　　県の補助制度（広島県広域緊急輸送道路沿道建築物耐震改修事業）は、対象建築物が所在する市町に補助制度がない場合は適用できません。
　　また、本マニュアルは県の補助制度に沿って記載しており、各市町の補助制度と調整して作成したものではありません。

３　地方公共団体（市町）の支援がある場合
（１）対象となる建築物
　次の要件のすべてに該当するものです。
・建築物の敷地が、広島県緊急輸送道路ネットワーク計画（平成25年6月）に定める広域緊急輸送道路のうち、耐震診断を義務付ける路線に接していること 
・旧耐震基準（昭和56年５月31日以前に着工した建築物に適用される耐震基準）で建築された建築物（国又は地方公共団体等が所有するものを除く）のうち、耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断されたもの
・建築物のいずれかの部分の高さが一定の高さ（注）を超える建築物であること
（注）前面道路幅員の１/２（６ｍ未満の場合は６ｍ）に建物から道路境界線までの長さを加えた距離。
・地震に対して安全な構造とする旨の特定行政庁による勧告又は法に基づく指導を受けたもので、地震に対する安全性に係る建築基準法等の違反行為がないこと

（２）対象となる事業
　　対象となる建築物の次のいずれかの工事です。ただし、国の機関から他の補助金等を受けることのできる事業及び県が交付する他の補助金等を受けることができる事業の場合は対象になりません。
①耐震改修
次のいずれにも該当するものであって、耐震改修の結果、地震に対して安全な構造となること。
ア　耐震診断判定書（建築物の構造に関し学識経験を有する者などが、耐震診断が妥当であること証する書類）の交付を受けた耐震補強設計に基づき行われたもの、又は耐震改修に伴い建築基準法第６条第１項若しくは第６条の２第１項の建築確認を受ける必要がある場合には、確認済証の交付を受けたもの。（耐震改修工事を行う全ての部分を対象として確認済証の交付を受けたものに限り、建築物の耐震改修の促進に関する法律施行令（平成７年政令第429号）第３条各号に掲げる工事を行なうものは対象としない。）
イ　補助金交付対象建築物の基礎形式が、杭基礎である場合にあっては、現況の杭基礎の安全性について一級建築士による安全性の確認がされたものであること。
　　②建替え
　　　建築基準法第６条第１項又は第６条の２第１項の確認済証の交付を受けたものであること。
　　③除却（解体）
　　　
（３）補助の交付の対象者
　　市町の要綱等による（注）
　（注）国費及び県費は、市町を通じて補助の交付の対象者へ交付される。

（４）補助対象となる経費
　　　補助金交付の対象となる経費は、建築物の耐震改修工事（建替え又は除却を行う場合にあっては耐震改修工事費相当分とする。）に要する費用であり、①に示す経費等（補助金交付決定日以降の建設工事における改修工事に要する費用に限る。）が該当します。
　　①補助対象となる経費
　　　・既存建築物の耐震性能を向上させるための建設工事費
　　　・間接工事費（共通仮設費、現場管理費）、諸経費等
　（注）耐震性能を向上させるための工事以外の修繕改修工事などを同時に行う場合は、耐震性能を向上させるための工事に係る部分のみの内訳を提出してください。なお、明確に分けることができない費用については、それぞれの工事費率で按分することができます。
　　②補助対象とならないもの経費（主なもの）
　　　・耐震診断（詳細診断）、補強設計に係る費用
　　　・指定性能評価機関による安全性の確認に要する費用
　　　・広告費
　　　・補償費（移転費、仮住居借上費等）
　　　・仮設建築物建設費
　　　・附帯事務費
　　　・自社又は関係会社が施工の場合の利益相当額


（５）補助金の交付額
　　①補助率
　　　　耐震改修工事費の11/15（注）
（負担内訳：国2/5、県1/6、市町１/6）
（注）市町が1/6を負担する場合
　　②耐震改修工事費の限度額
　　　　建築物の用途に応じて定められた単価に対象建築物（従前）の延べ床面積を掛けて算出した額を限度額とします。
ア　建築物の場合
　　補助対象限度額＝57,000※（円/㎡）×対象建築物の延べ床面積（㎡）
　※耐震診断の結果、Is（構造耐震指標）の値が0.3未満相当である場合は、62,700（円/㎡）
　　　イ　マンションの場合
　　　 　補助対象限度額＝51,700※（円/㎡）×対象建築物の延べ床面積（㎡）
　　　 ※耐震診断の結果、Is（構造耐震指標）の値が0.3未満相当である場合は、56,900（円/㎡）
　　　ウ　戸建て住宅等の場合
補助対象限度額＝34,100※（円/㎡）×対象建築物の延べ床面積（㎡）
　③　建替え又は除却による場合の補助対象限度額
　　　建替え又は除却の場合は、建替え又は除却に要する費用（実際の工事費用）を対象とするが、上記②の方法により算出した額を限度額とします。



（６）補助金交付申請等の流れ
①　事前相談（前年度８月頃）
　　　民間事業者は、市町に対して、事前相談を行ってください。市町は、民間事業者からの事前相談等を踏まえて、補助要件の確認を行います。
②　補助金交付申請（当該年度４月頃）
　　　民間事業者は、市町に対して、補助金交付申請を行ってください。
③　補助金交付決定（当該年度６月頃）
市町は、民間事業者からの補助交付申請の審査を行い、必要条件が満たされていれば、民間事業者に対して、補助金交付決定を通知します。
④　事業着手（補助金交付決定通知の受理後）
　　民間事業者は、市町から補助金交付決定通知を受理したのちに、事業着手してください。ただし、補助金交付決定日以前に事業着手（工事請負契約）した場合は、補助対象となりませんので、ご留意ください。
⑤　完了実績報告（事業完了後）
民間事業者は、事業完了し次第、市町に対して、完了実績報告を提出してください。
市町は、民間事業者からの完了実績報告の審査を行い、必要条件が満たされていれば、補助金の額の決定を通知するとともに、請求により補助金を支払います。

（７）補助交付申請
　　市町の補助要綱の定めによるが、少なくとも次の関係書類が必要です。
・年度別事業計画書
・交付申請額の算出方法及び事業費の配分
・交付申請額の算定内訳
・耐震改修工事に係る耐震補強設計図書、建替え工事に係る実施設計図書又は除却工事に係る除却範囲を示した図書
・改正耐震改修促進法における耐震診断義務付け対象建築物であることの確認書の写し



（８）補助金の変更申請
　　補助交付決定の通知の後、申請者の都合により当該補助事業に要する費用の増減等により、交付決定額が変更となる場合は、交付変更申請をする必要があります。ただし、増額については原則対応できません。

（９）完了報告（完了実績報告）
　　申請者は、事業の完了の日から起算して１か月を経過した日又は補助金の交付の決定があった日の属する県の会計年度の翌会計年度の４月10日のいずれか早い日までに、完了実績報告書を提出する必要があります。

（10）事業の中止
　　申請者は補助金交付決定後にやむを得ない理由により補助対象事業を中止しようとする場合は、広島県広域緊急輸送道路沿道建築物耐震診断事業中止承認申請書を提出する必要があります。

（11）取得財産の管理
　　申請者は補助事業により取得した財産は、補助事業完了後10年間は適切に保管する必要があります。

（12）全体設計の承認
　　申請者は、当初より事業が複数年度にわたることが明らかな場合には、市町に対して全体設計承認の申請を国へ提出することを求めることができます。全体設計承認を事前に受けることにより、年度毎の出来高に応じた補助金の支払いをうけることが可能となります。

４　令和４年度からの事業要件の追加
　　住宅・建築物防災力緊急促進事業補助金交付要綱の改正に伴い、次のとおり事業要件が追加されました。
（１）追加された事業要件
　　①建替え後の住宅は、原則として土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第９条第１項に規定する土砂災害特別警戒区域外に存すること。
　　②建替え後の住宅及び建築物は、原則として省エネ基準（建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律第２条第１項第三号に規定する建築物エネルギー消費性能基準）に適合すること。
· ただし、令和３年度までに事業採択、事業（設計）に着手している場合、適用しない。

（２）追加された事業要件の審査
　　①土砂災害特別警戒区域
　　　新築される住宅（補助対象とした場合に限る。）の位置が土砂災害特別警戒区域外であることを、土砂災害ポータルひろしま等により確認する。
　　②省エネ基準の適合（R7～）
　　　完了実績報告で提出される検査済証の写しをもって省エネ基準への適合を確認する。
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